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こ
こ
に
取
り
上
げ
る
経
典
は
、
す
で
に
書
陵
部
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
上
巻
、
仏
教
の

「
経
論･

疏
釈･

語
録
」
の
分
類
に
以
下
の
如
く
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
目
録
の
記
載
か
ら
、
こ
れ
ら
は
中
国
の
四
明
、
即
ち
明
州
、
現
在
の
浙

江
省
寧
波
周
辺
で
明
代
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
、
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
の
ま
ま

当
該
経
典
は
書
陵
部
の
平
成
二
一
年
度
紙
焼
複
製
の
対
象
書
籍
と
な
り
、
そ
の
事
前
調
査

を
行
っ
た
中
で
判
明
し
た
刻
工
名
・
刊
記
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
は
目
録
に
い
う
よ
う
な
明

版
で
は
な
く
、
南
宋
時
代
の
印
刷
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
上
記
ア
に

属
す
る
経
典
は
、
完
本
で
は
な
い
が
宋
版
と
し
て
東
寺
・
唐
招
提
寺
・
東
大
寺
・
静
嘉
堂

文
庫
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
書
陵
部
本
と
重
な
る
も
の
が
多
く
存
す
る
。
こ
れ
ら
は

す
で
に
先
学
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
お
り

（
１
）

、
ア
群
を
報
告
書
の
写
真
版
か
ら
で
は
あ
る
が
比

較
す
る
と
、
一
部
を
除
き
同
版
と
考
え
て
よ
い

（
２
）

。
中
に
は
相
互
に
補
完
し
う
る
部
分
も
存

す
る
の
で
、
以
下
に
現
状
を
述
べ
、
各
帖
に
見
ら
れ
る
刻
工
名
、
施
財
記
な
ど
の
書
誌
事

項
を
掲
示
し
た
。
な
お
版
式
等
の
比
較
に
は
一
部
実
物
調
査
を
許
さ
れ
た
東
寺
所
蔵
本
を

対
象
と
し
た
。

　

初
め
に
全
体
の
来
歴
に
ふ
れ
て
お
く
。
明
治
二
三
年
当
時
内
閣
所
管
の
内
閣
文
庫
が
保

管
し
て
い
た
書
籍
の
う
ち
約
三
万
点
が
永
世
保
管
を
目
的
に
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た

（
３
）

。
こ

れ
ら
の
書
籍
は
旧
徳
川
将
軍
家
の
紅
葉
山
文
庫
本
の
一
部
と
、
維
新
前
後
の
混
乱
期
に
寺

社
な
ど
か
ら
市
中
に
流
出
し
、
明
治
政
府
が
購
入
な
ど
で
国
の
所
管
と
し
た
も
の
で
あ
っ

　

資　

料　

紹　

介　

『
一
切
経
律
部
零
巻
十
一
種
』『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
科
』『
釈
金
剛
経
纂
要
科
分
』

『
金
剛
経
纂
要
刊
定
記
』
『
金
剛
般
若
経
会
解
』

書　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冊　
　
　

函　
　

号

ア　

一
切
経
律
部
零
巻
十
一
種　
　
　
　

唐　

釈
道
宣　
　

明
版

宋　

釈
元
照　

（
四
明
姚
家
版
）　

五
九　

四
一
二　

七

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
科　

四
分
律
行
事
鈔
資
持
記

四
分
律
比
丘
含
注
戒
本　

四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記　

四
分
律
含
注
戒
本
疏

釈
四
分
律
含
注
戒
本
疏
科
分　
　

曇
無
徳
部
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨

四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏　

釈
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏
科
分

四
分
律
補
随
機
羯
磨
疏
済
縁
記

イ　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
科　

下　

宋　

釈
元
照　
　

明
版

　

（
四
明
姚
家
版
）　

一　
　

四
一
二　

四

ウ　

釈
金
剛
経
纂
要
科
分　

三　
　
　
　

宋　

釈
子
璿　
　

明
版

（
四
明
姚
家
版
）　

一　
　

四
一
二　

二

エ　

金
剛
経
纂
要
刊
定
記　

六
巻　
　
　

宋　

釈
子
璿　
　

明
版

（
四
明
洪
悦
洪
昌
楊
昌
陳
章
版
）　

六　

 
 

四
一
二　

三

オ　

金
剛
般
若
経
会
解　
　
　
　
　
　
　

宋 

釈
善
月　
　
　

明
版

（
四
明
方
礼
方
信
刊
）　

二　

五
五
六　

一
〇
五
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た
。
こ
の
う
ち
後
者
の
流
出
本
の
中
に
宋
版
の
一
切
経(

四
〇
六
・
五
三
）
が
含
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
ア
か
ら
エ
ま
で
の
経
典
は
す
べ
て
こ
の
一
切
経
と

一
具
扱
い
で
移
管
さ
れ
て
来
た
。
後
日
の
図
書
寮
の
整
理
に
よ
り
当
該
一
切
経
と
は
ツ
レ

で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
分
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ア
か
ら
エ
ま
で
は

当
時
の
内
閣
か
ら
の
移
管
目
録
に
は
記
載
が
な
い
。
オ
は
単
独
で
整
理
さ
れ
て
い
た
た
め

同
目
録
「
購
買
之
分　

第
十
九
号
」
に
「
金
剛
般
若
経
会
解　

明
版　

貳
冊
」
と
著
録
さ

れ
る
。
現
在
こ
の
ア
か
ら
エ
は
「
内
務
省
」
の
刻
印
の
あ
る
黒
漆
塗
経
箱(

内
法
14.5
×
32.5

×
21.3)

六
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
初
期
、
古
記
録
な
ど
の
保
管
は
内
務
省

が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
政
府
所
管
以
前
の
所
蔵
者
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
現
状
を
述
べ
よ
う
。
個
々
に
つ
い
て
は
後
掲
書
誌
事
項
一
覧
に
記
す
の
で
、

こ
こ
で
は
総
体
的
に
見
て
い
く
。
は
じ
め
に
ア
か
ら
エ
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
経
名
は
長

大
で
も
あ
り
以
下
で
は
略
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

形
態
等 

 

す
べ
て
一
板
一
紙
の
折
本
装
で
、
お
よ
そ
縦
三
〇
・
五
、
横
一
一
・
〇
㌢
前
後

を
計
り
、
一
紙
を
二
折
半
（
五
面
）
に
装
訂
す
る
。
料
紙
は
や
や
厚
手(
厚
凡
そ
〇
・

一
四
～
〇
・
一
八
粍)

生
成
の
竹
紙
、
色
は
練
色
（
紙
素
材
に
つ
い
て
は
、
宍
倉
ペ
ー
パ

ー
ラ
ボ
代
表
宍
倉
佐
敏
氏
よ
り
、
竹
繊
維
に
青
壇
を
混
入
し
、
米
粉
を
加
え
た
紙
で
あ
る

由
御
教
示
を
受
け
た
）
。
表
紙
は
濃
い
め
の
香
色
の
薄
様
竹
紙
に
補
強
の
紙
を
裏
打
ち
。

な
お
『
資
持
記
』
中
三
下
の
表
紙
裏
に
は
お
そ
ら
く
宋
代
と
お
ぼ
し
き
書
き
さ
し
反
故
紙

を
存
す
る
。
外
題
は
数
帖
は
打
付
け
に
記
す
が
、
殆
ど
に
題
箋
を
貼
る
。
題
箋
に
は
新
・

旧
二
種
あ
り
、
新
は
薄
様
竹
紙
で
比
較
的
新
し
く
、
図
書
寮
で
整
理
の
際
新
た
に
付
し
た

可
能
性
が
高
い
。
旧
は
一
二
・
五
×
二
・
七
㌢
前
後
の
竹
紙
と
思
わ
れ
る
紙
で
、
「
資
持

記　

下
二
」
の
よ
う
に
墨
書
す
る
（
写
真
１
）
。
こ
の
題
箋
紙
は
表
紙
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
る
補
強
紙
に
酷
似
す
る
か
ら
、
原
装
と
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

刊
記
等　

刊
記
等
で
年
紀
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
後
掲
一
覧
に
も
示
す
よ
う
に
、
ア
群
で

は
『
行
事
鈔
』
下
四
に
「
紹
興
三
年
」（
一
一
三
三
）
の
重
刊
記
、『
行
宗
記
』
一
下
に
「
嘉

定
癸
酉
」
（
六
年
・
一
二
一
三
）
校
記
が
、
ま
た
エ
『
刊
定
記
』
巻
六
に
は
「
淳

丁
酉
」

(

四
年
・
一
一
七
七
）
の
刊
記
（
写
真
６
）
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
南
宋
中
期
ま
で

の
年
号
で
あ
る
。『
行
宗
記
』
一
下
の
嘉
定
六
年
は
他
の
二
つ
に
比
べ
時
代
が
少
し
降
る
が
、

本
文
は
南
宋
前
期
の
版
に
補
刻
葉
も
交
じ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
校
記
は
補
刻
時
の
も
の

と
考
え
て
よ
い
。

刻
工
名　

経
名
、
丁
数
、
刻
工
名
な
ど
冊
子
本
で
は
版
心
に
刻
ま
れ
る
事
項
は
、
す
べ
て

各
紙
右
端
の
継
ぎ
目
糊
代
部
分
に
刻
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
判
読
可
能
な
箇
所
は
限
ら
れ
る

が
、
判
読
で
き
る
刻
工
名
は
後
掲
一
覧
に
示
し
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
刻
工
達
の
多
く
は

阿
部
隆
一
氏
、
尾
崎
康
氏
ら
先
学
の
調
査

（
４
）に

よ
り
南
宋
中
期
ま
で
の
出
版
物
に
見
ら
れ
、

特
に
「
徐
彦
」
「
高
起
」
「
洪
茂
」
「
方
成
」
「
江
政
」
「
江
先
」
は
、
書
陵
部
で
も
所
蔵
す

る
紹
興
年
中
（
一
二
世
紀
中
期
）
明
州
刊
『
文
選
』
な
ど
、
南
宋
前
期
の
書
籍
に
確
認
で

き
、
ま
た
「
高
起
」
「
洪
先
」
「
施
宏
」
は
、
南
宋
前
期
に
湖
州
（
浙
江
省
）
思
渓
の
円
覚

禅
院
で
王
氏
に
よ
り
開
版
さ
れ
た
思
渓
版
一
切
経
の
刻
工
中
に
も
見
え
る
。

　

エ
『
刊
定
記
』
は
目
録
に
「
四
明
洪
悦
洪
昌
楊
昌
陳
章
版
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
巻

六
末
尾
に
「
四
明
洪
悦
洪
昌
／
楊
昌
陳
章
刊
雕
」
（
写
真
６
）
と
刻
さ
れ
て
あ
り
、
洪
悦
、

洪
昌
、
楊
昌
、
陳
章
が
刻
字
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
や
は
り
南
宋
前
期
に
活
動
し
た
刻
工

で
あ
る
。
各
葉
で
の
記
載
は
な
い
。

印
記　

ま
ず
、
ア
群
は
目
録
上
に
「
四
明
姚
家
版
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
依
拠

す
る
と
こ
ろ
は
『
行
事
鈔
科
』
、
『
戒
本
疏
』
二
下
、
同
四
下
、
『
戒
本
疏
科
分
』
の
四
帖

を
除
く
全
帖
の
巻
末
に
縦
三
・
四
、
横
一
・
四
㌢
の
「
四
明
姚
家
／
印
造
経
書
」（
写
真
２
）
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の
印
造
印
が
存
す
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
『
戒
本
疏
』
以
下
の
三
帖
は
現
状
尾
欠
で

あ
り
、
も
と
も
と
は
存
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
先
に
ア
群
の
経
典
の
一
部
は

他
機
関
で
も
所
蔵
し
、
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
同
版
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
し
か
し
こ
の

四
明
姚
家
の
印
造
印
は
ど
こ
か
ら
も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
同
版
で
あ
っ
て
も
必
ず
印
が

捺
さ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
新
史
料
の
出
現
に
俟
ち

た
い
が
、
姚
家
は
お
そ
ら
く
明
州
周
辺
地
域
に
所
在
し
た
経
鋪
と
い
わ
れ
る
印
刷
業
者
で

あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
目
録
で
は
イ
・
ウ
も
「
四
明
姚
家
版
」
と
す
る
が
、
実
際
に
は
姚

家
の
印
造
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
形
態
等
は
ア
に
同
じ
い
。

　

次
に
、
ア
群
の
紙
背
に
は
『
行
事
鈔
科
』
を
除
き
、
方
一
・
二
㌢
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て

お
り
、
印
文
は
「
空
覚
」
（
写
真
４
）
と
読
め
る
が
、「
空
覚
」
な
る
人
物
は
不
詳
で
あ
る
。

紙
背
に
は
東
寺
所
蔵
本
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
赤
尾
栄
慶
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い

る
。
氏
は
「
各
紙
の
紙
背
に
は
中
国
で
捺
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
・
二
㎝
四
方
の
黒
方
印

が
見
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
判
読
が
難
し
く
天
地
も
は
っ
き
り
し
な
い
」
（
印
影
を
掲

示
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
空
覚
」
と
は
別
印
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
今

回
の
実
物
調
査
の
折
り
実
見
し
た
結
果
、
同
寸
法
の
印
で
あ
る
こ
と
、
印
の
捺
さ
れ
方
が

紙
背
の
不
定
位
置
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
両
者
に
共
通
す
る

（
５
）

。
同
様
な
状
況
で
紙
背
に

捺
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
書
陵
部
所
蔵
福
州
版
一
切
経
の
主
と
し
て
開
元
寺
版
の
殆
ど
全

紙
紙
背
に
捺
さ
れ
る
「
法
華
山
寺
」
印(

方
二
・
八
㌢)

が
あ
る
。
ま
た
紙
背
で
は
な
い

が
山
口
県
快
友
寺
所
蔵
明
版
一
切
経
に
は
「
内
翰
弘
文
／
院
荘
回
生
」
印
が
、
や
は
り
殆

ど
全
紙
に
亘
り
捺
さ
れ
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
こ
れ
ら
の
印
は
一
部
が
切
り
落

と
さ
れ
た
り
、
糊
代
部
分
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
か
ら
、
印
刷
前
に
捺
さ
れ
た
と
み

ら
れ
、
そ
の
性
格
は
印
刷
の
発
注
者
の
目
印
と
し
て
印
刷
業
者
が
捺
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
「
空
覚
」
印
も
そ
う
で
あ
れ
ば
ア
群
の
将
来
に
は
空
覚
な
る
お
そ
ら
く
僧
侶
が
関

わ
り
、
明
州
の
姚
家
と
い
う
経
鋪
に
印
刷
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

な
お
ア
群
の
『
行
事
鈔
科
』
に
は
右
の
二
つ
の
印
が
存
し
な
い
か
ら
、
本
邦
将
来
後
の

い
ず
れ
か
の
時
点
で
合
わ
せ
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
イ
の
『
行
事
鈔
科
』
と
は
同
版
で

あ
る
。

訓
点
、
避
諱
欠
筆
等　

約
半
数
強
の
帖
に
朱
の
句
読
点
が
付
さ
れ
、
一
部
に
片
仮
名
の
送

り
が
な
や
角
筆
点
も
見
ら
れ
る
。
角
筆
に
つ
い
て
は
筆
者
の
よ
く
指
摘
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
が
、
『
行
事
鈔
』
『
行
宗
記
』
『
羯
磨
疏
』
な
ど
に
見
ら
れ
、
写
真
５
の
よ
う
に
印

刷
不
良
の
漢
字
の
画
を
角
筆
で
補
う
例
も
数
例
見
る

（
７
）。

ま
た
筆
圧
強
く
記
し
た
角
筆
で
は

凹
部
が
後
の
面
ま
で
写
っ
て
お
り
、
角
筆
の
使
用
主
は
一
折
二
面
を
冊
子
の
よ
う
に
捲
り

閲
読
し
た
こ
と
が
窺
え
る(

『
羯
磨
疏
』
一
上)

。

　

欠
筆
は
ア
～
エ
で
「
玄
」
「
弘
」
「
敬
」
字
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
も
指
摘
の

あ
る
よ
う
に
厳
密
で
は
な
く
、
「
敬
」
字
で
は
む
し
ろ
欠
画
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。

　

以
上
ア
～
エ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
オ
『
金
剛
般
若
経
会
解
』
に
つ
い
て

述
べ
る
。
形
態
は
冊
子
袋
綴
（
四
針
装
）
で
、
『
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』
巻
三 

子
部 

釈
家
類
に
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
会
解 

二
巻
二
冊　

五
五
六 

一
〇
五　

明
刊
本
、
題
四

明
沙
門
栢
庭
善
月
述
、
前
後
有
嘉
定
辛
未
善
月
序
跋
、
四
周
双
辺
毎
半
葉
十
行
行
二
十
字
、

巻
下
尾
有
四
明
方
礼
方
信
刊
一
行
」
と
著
録
さ
れ
る
も
の
で
、
四
明
の
沙
門
栢
庭
善
月
の

著
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
量
等
は
後
掲
一
覧
に
示
し
た
が
、
料
紙
は
生
成
の
薄
様
竹
紙
（
厚

〇
・
〇
八
～
〇
・
一
〇
）
で
あ
り
、
書
陵
部
所
蔵
南
宋
版
『
誠
斎
集
』
の
料
紙
に
風
合
い

が
似
る
。

　

刻
工
は
上
巻
序
の
版
心
に
「
四
明
方
信
刊
」
、
下
巻
本
文
末
尾
に
「
四
明
方
礼
方
信
刊
」

（
写
真
７
）
、
跋
末
尾
に
「
刊
者
顧
達
」
と
刻
す
。
こ
の
う
ち
方
信
・
顧
達
は
阿
部
氏
の
刻

工
表
で
は
他
で
も
い
く
つ
か
の
同
一
の
南
宋
刊
本
に
重
な
っ
て
見
ら
れ
、
そ
れ
は
南
宋
中
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期
の
浙
刊
本
補
刻
葉
に
多
い
。
序
に
あ
る
「
嘉
定
辛
未
（
四
年
・
一
二
一
一
）
」
は
刊
年

と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
時
期
的
に
は
方
信
ら
の
活
動
時
期
に
合
う
。
彼
ら
は
杭
州
を
中

心
と
し
て
活
動
し
て
い
た
人
々
で
あ
り
、
印
刷
も
や
は
り
杭
州
か
ら
明
州
に
か
け
た
付
近

と
目
さ
れ
る
。
欠
筆
は
「
玄
」
「
恒
」
字
に
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
巻
第
二
三
丁
は
版
心
部
分
が
完
全
に
裂
け
て
お
り
紙
背
を
望
め
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
凡
そ
方
一
㌢
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
。
印
文
は
不
明
瞭
で
判
読
で
き
な

い
。
他
丁
の
状
況
は
紙
も
薄
様
で
あ
る
か
ら
、
紙
背
の
細
か
い
確
認
作
業
は
憚
ら
れ
る
。

そ
こ
で
表
か
ら
透
か
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
充
分
な
確
認
は
出
来
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

印
の
あ
る
こ
と
を
記
録
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
経
典
は
刊
記
、
刻
工
そ
し
て
料
紙
な
ど

に
お
い
て
南
宋
版
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ア
～
エ
で
は
刊
記
の
年
紀
と
各
帖
に
見
ら

れ
る
刻
工
の
活
動
時
期
か
ら
判
断
す
る
と
南
宋
前
期
刊
本
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
補
刻
葉
と
お
ぼ
し
き
版
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
印
刷
は
後
刷
で
あ
る
。
ア
群
を
東
寺

本
と
比
較
し
た
と
き
、
同
版
で
あ
る
こ
と
以
外
に
表
紙
、
料
紙
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
印

面
の
摩
滅
具
合
や
版
木
の
ヒ
ビ
、
字
の
欠
け
具
合
な
ど
が
同
じ
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
こ
の
二
本
は
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
の
印
刷
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
東
寺
本
は

『
東
宝
記
』
の
記
載
か
ら
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
に
宣
陽
門
院
覲
子
内
親
王
に
よ
り
施

入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
赤
尾
氏
は
、
こ
の
こ
と
と
東
寺
本
の
表
紙
裏
に
南
宋
代

の
反
故
紙
が
用
い
ら
れ
、
中
に
嘉
熙
二
年
（
一
二
三
八
）
の
年
紀
を
持
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
、

の
二
点
か
ら
東
寺
本
は
嘉
熙
二
年
か
ら
二
、
三
年
の
内
の
印
刷
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
対

し
て
書
陵
部
本
は
先
述
の
「
空
覚
」
印
が
、
発
注
者
の
目
印
に
印
刷
業
者
が
捺
し
た
も
の

と
考
え
る
と
、
ア
群
と
東
寺
本
と
の
先
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
行
宗
記
』
一

下
の
校
記
の
嘉
定
六
年(

一
二
一
三)

以
降
に
一
括
し
て
明
州
姚
家
の
工
房
で
印
刷
さ
れ

た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
か
ら
エ
ま
で
の
経
典
は
す
べ
て
南
宋
前
期
刊
中
期
修
印
、
ま
た
オ
『
金

剛
般
若
経
会
解
』
は
序
の
年
紀
嘉
定
辛
未
（
四
年
）
以
後
の
や
は
り
南
宋
中
期
の
印
刷
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

　　

付
記　
　

東
寺
並
び
に
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
も
記
し
た
よ
う
に

今
回
実
物
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
調
査
に
ご
理
解
を
頂
い
た
両
機
関
に
は
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

註
（
１
）　

今
回
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
報
告
は
発
表
順
に
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

牧
野
和
夫
「
東
大
寺
図
書
館
蔵　

『
四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記
』　

『
四
分
律
行
事
鈔
資

持
記
』　

『
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏
済
縁
記
』
類
に
つ
い
て
」　

実
践
女
子
大
学
文
学
部

紀
要　

第
三
四
～
三
六
集　

平
成
三
～
五
年
、
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
』
解
題
篇

五
〇
、
五
一
頁 

 
 

図
版
篇
一
七
九
、
一
八
二
～
六
頁　

静
嘉
堂
文
庫 

　

平
成
四
年
、
『
新

東
宝
記
』　

東
寺　

平
成
七
年
、
赤
尾
栄
慶
「
東
寺
所
蔵　

宋
版 

律
宗
三
大
部
并
記
文
」

京
都
国
立
博
物
館　

学
叢
一
八
号　

平
成
八
年
、
『
奈
良
県
所
在　

中
国
古
版
経
調
査
報

告
書
』　

東
大
寺　

唐
招
提
寺
の
項　

奈
良
県
教
育
委
員
会　

平
成
一
三
年

（
２
）　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
随
機
羯
磨
疏
』
は
、
字
様
は
よ
く
似
る
が
刻
工
名

に
ア
群
に
は
な
い
「
広
劉
」
が
見
え
、
ま
た
料
紙
も
異
な
る
の
で
異
版
で
あ
る
。

（
３
）　

平
井
芳
男　

長
澤
孝
三
「
明
治
二
四
年
宮
内
省
に
移
管
し
た
内
閣
文
庫
本
に
つ
い
て
」　

国
立
公
文
書
館　
　

北
の
丸　

一
三
号　

昭
和
五
五
年

（
４
）　

阿
部
隆
一
「
宋
元
版
刻
工
名
表
」
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
一
巻　

平
成
五
年　

汲
古
書

院



（ 80 ）

　
　
　

書
誌
事
項
一
覧

　
　

凡
例

　

一　

[

　

]

内
は
、
帖
の
法
量
・
界
高
（
第
一
丁
）
・
丁
数
・
点
の
有
無
を
示
す
。
但
し

角
筆
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
確
実
と
思
わ
れ
る
帖
の
み
に
注
記
し
た
。

　

一　

刻
工
名
は
判
読
可
能
箇
所
の
み
表
示
し
、
丁
数
を
（　

）
内
に
、
墨
釘
を
■
で
示

し
た
。

　

一　

字
体
は
特
殊
な
も
の
を
除
き
、
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

　
　
　

尾
崎
康
『
正
史
宋
元
版
の
研
究
』
平
成
元
年　

汲
古
書
院

（
５
）　

註
１
『
中
国
古
版
経
調
査
報
告
書
』
に
は
東
大
寺
所
蔵
『
行
事
鈔
』
中
一
、『
資
持
記
』
下
一
、

唐
招
提
寺
所
蔵
『
済
縁
記
』
一
上
、
二
下
、
三
下
、
四
上
の
紙
背
に
は
「
教
範
」
の
印
文

を
持
つ
方
一
・
三
㌢
の
黒
印
の
存
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
全
紙
で
は
な
い
が
、

位
置
が
紙
背
で
あ
る
こ
と
や
寸
法
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
あ
る
い
は
「
空

覚
」
と
は
同
じ
性
格
を
持
つ
印
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
６
）　

拙
稿
「
書
陵
部
所
蔵
宋
版
一
切
経
の
来
歴
に
つ
い
て
、
そ
の
印
造
か
ら
現
代
ま
で
」 

田
島 

公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
二
輯　

思
文
閣
出
版　

平
成
一
八
年
、

　
　
　

『
快
友
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
山
口
県
教
育
委
員
会　

平
成
四
年

（
７
）　

写
真
３
に
掲
示
の
角
筆
は
平
成
九
年
に
小
林
芳
規
氏
に
報
告
、
『
角
筆
文
献
目
録
』

（
一
九
九
九
年
版
）
二
三
三
六
号
に
登
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
は
調
査
に
は
至
ら
ず
明
版

と
し
て
い
た
の
で
今
回
宋
版
に
改
め
る
。

（
中
村　

一
紀
）　

ア 

一
切
経
律
部
零
巻
十
一
種

　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔　
　
　

九
帖　
　
　
　

一
紙
五
面　

一
面
六
行
行
一
九
字

　
　
　

上
―
四　

[

三
〇･

七
×
一
〇･

八
、
界
二
三･

九
、
三
一
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

陳

(

２･

30)

、
清(

７･

22)

、
至
道
（
10
・
11
～
13
）、
張
清(

９･

23)

、
逢

(

15
～
18･

27)

、
江
政(

26)

　
　
　

中
―
一　

[

三
〇･

五
×
一
〇･

八
、
界
二
三･

五
、
三
八
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

方(

２)

、
徐
彦(

６)

、
江
政(

19･

20･

22
～
27･

33･

34)

、
至
道(

32)

、
宋
道

(

35)

、
張(

36)

、
江(

38)

施
財
記　

第
二
丁
糊
代
中

　

陳
景
元
妻
黄
細
一
娘
捨
財
開
此
一
板
荘
厳
浄
土

　
　
　

中
―
二　

[

三
〇･

六
×
一
〇･

八
、
界
二
三･

七
、
三
四
紙
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

□
汝(

２)

、
江
政(

４･

５･

７･

21･

24)

、
宏(

12)

、
清(

15･

18･

31･

33)

、

■(

16)

、
宋
道(

19)

、
政(

22･

23)

、

　
　
　

中
―
三　

[

三
〇･

六
×
一
〇･

九
、
界
二
三･

一
、
四
四
紙
、
朱
句
読
点
、
送
り
仮
名
、
角

筆]

　
　
　
　

刻
工　

江
政(

２
～
５･

７･

11･

17･

19･

25･

26･

29)

、
江(

９･

24)

、
清(

30･

31･

33･

35･

　
　
　
　
　
　
　

36･

38)

、
張
清(

41)

施
財
記　

末
尾

住
単
于
吉
祥
院
嗣
律
比
丘
道
興
施
財
陸
拾
貫
比
丘
行
元
捨
銭
参
拾
貫
／
福
源
院
比
丘

法
訓
可
紀
共
施
拾
伍
貫
已
上
共
開
此
鈔
一
巻
庶
使
福
固
／
皇
基
利
資
黔
首
宗
教
不
壅

仏
種
無
窮

　
　
　

中
―
四　

[

三
〇･

六
×
一
〇･

九
、
界
二
三･

三
、
三
六
紙
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

逢(

１)

、

(

２
～
４)

、
章(

11
～
23)

、
清(

25･

35)

、
由(

27)

、
高(

30)

、

張
清(

33)

、
■(

34)
　
　
　

下
―
一　

[

三
〇･

五
×
一
一･

〇
、
界
二
三･

〇
、
三
五
紙]

　
　
　
　

刻
工　

章(

３)

、
清(

４･

６･

９
～
11)

、
方
成(

12)

、
高
起(

16)

、
洪
茂(

19･

28)

、

茂(

20･

27)

、
先(

23)

、
高(

32
～
34)

施
財
記　

第
三
丁
糊
代
中

女
弟
子
黄
百
七
娘
施
財
参
貫
開
此
一
板
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下
―
二　

[

三
〇
・
六
×
一
〇
・
九
、
界
二
二
・
七
、
三
〇
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

方(

２･

９･

12)

、
方
成(

６･

11)

、
成(

８)

、
江
政(

13
～
15･

17･

19･

23･

26･

　
　
　
　
　
　
　

29)

、
陳
然(

24)

、
通(

27･

28)
施
財
記　

第
一
〇
丁
糊
代
中

女
弟
子
張
十
九
娘
子
法
名
浄
空
与
合
家
等
開
此
一
板

　
　
　

下
―
三　

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
九
、
三
七
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

宏(

２
～
５)
、
清(

７)

、
先(

20)

、
章(

21
～
23)

、
高(

25･

26
～
28･

30･

34

　
　
　
　
　
　
　

･

36)

施
財
記　

末
尾

明
州
昌
国
県
比
丘
益
休
清
逢
普
持
道
標
梵
迎
梵
端
用
輝
子
阜
／
普
日
子
誠
法
論
用
規

用
昇
彦
和
正
瑫
普
周
道
逢
子
預
恵
生
道
／　

―
以
下　

欠
損
―

　
　
　

下
―
四　

[

三
〇･

五
×
一
〇･

九
、
界
二
二･
七
、
三
七
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

刻
工　

至
道(

５･

６)

、
道(

21)

、
■(

２･

４･
11･

12･

17･

27･

28
～
36)

刊
記　

末
尾

癸
丑
紹
興
三
年
五
月
十
六
日
明
州
奉
化
香
厳
蘭
若
重
開

　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
科　
　
　

一
帖　
　
　
　

一
紙
五
面
、
行
字
数
不
定

　
　
　

下　
　
　

[

三
〇･

六
×
一
一･

一
、
界
な
し
、
一
七
紙]

刻
工　

江(

４･

５･

17)

、
方
成(

11)

、
方(

12)

、
章(

13･

14)

、

　

四
分
律
行
事
鈔
資
持
記　
　
　

一
二
帖　
　
　
　

一
紙
五
面　

一
面
七
行
行
二
二
字

　
　
　

上
―
四　

[

三
〇･

六
×
一
一･

〇
、
界
二
三･

九
、
四
二
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

王(

２)

、
江
通(

23･

36･

37･

39)

、
通
（
24･

25･

26･

28･

32･

34)

、
逢(

27)
、

(

29)

　
　
　

中
―
一

上[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
五
、
二
七
紙
、
朱
句
読
点
、
送
り
仮
名]

刻
工　
　

宏(

１
～
８･

16･

17
～
23)

、
章(

９
～
13)

、

施
財
記　

末
尾

明
州
昌
国
県
弟
子
陳
達
可
施
一
十
貫
文
省
周
庶
施
一
十
貫
足
／
呉
珣
并
妻
周
氏
妙
生

施
一
十
貫
足
呉
詵
母
親
章
氏
妙
行
施
／
一
十
貫
足
趙
昌
劉
仲
華
并
妻
孫
二
十
娘
王
彦

衡
周
／
彦
従
并
妻
王
十
九
娘
女
弟
子
潘
三
十
三
娘
各
施
銭
三
貫
文
／
女
弟
子
厲
氏
妙

円
鄭
氏
正
隠
徐
三
三
娘
荘
百
一
娘
／
史
小
十
六
娘
各
施
銭
一
貫
五
百
文
弟
子
応
捸
范

用
之
／
范
□
潘
□
政
王
先
三
孜
各
施
銭
一
貫
文
女
弟
子
張
／
氏
浄
修
募
到
六
十
貫
文

已
上
施
財
共
刊
此
一
巻

　
　
　

中
―
一

下[

三
〇･

四
×
一
一･

〇
、
界
二
三･

九
、
三
七
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

宏(

２･

４)

、
張
清(

６)

、
洪
先(

９)

、
洪
■(

10)

、
江
通(

13
～
15･

19)

、

江
政(

17)

、
逢(

21)

、
先(

31)

、
洪
先(

32)

　
　
　

中
―
二　

[

三
〇･

六
×
一
一･

〇
、
界
二
四･

二
、
三
七
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

江
通(

４･

19)

、
江
政(

６･

32)

、
通(

10)

、
■
通(

17･

18)

、
江(

25)

　
　
　

中
―
三

上[

三
〇･

六
×
一
一･

〇
、
界
二
三･

九
、
二
三
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

洪
茂(

11)

、
■(

７
～
10･

12
～
23)

施
財
記　

末
尾

前
住
禅
悦
院
伝
教
賜
紫
妙
空
大
師
慧
超
一
十
貫
文
／

鴻
院
住
持
伝
律
賜
紫
普
証
大

師
道
芝
施
三
十
貫
文
／
慈
覚
院
賜
紫
比
丘
如
亮
施
五
十
貫
文
已
上
施
財
／
共
開
此
一

巻
以
永
流
通
仏
種
不
断
者

　
　
　

中
―
三

下[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
二
九
紙
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

章(

１･

６･

11
～
13･

23･

26)

、
洪
先(

３)

、
■(

７･

８)

、
宋(

14･

19)

、
宋

道(

15･

17･

20･

22)

、

　
　
　

中
―
四 

上　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
八
、
三
二
紙
、
角
筆]

刻
工　

姚
□(

２)

、
施
宏(

３･

４･

12)

、
洪
茂(

８)

、
宏(

23)

施
財
記　

末
尾

明
州
臨
壇
宗
師
住
普
済
寺
華
厳
院
嗣
法
慈
慧
／
梵
行
大
師
宗
暐
謹
施
長
財
一
百
貫
文

刊
此
一
／
巻
以
永
流
通
期
律
範
玄
綱
□
而
□
□
□

　
　
　

中
―
四 

下　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
二
、
一
九
紙]

刻
工　

宏(

２
～
４･

11
～
13･

15)
施
財
記　

末
尾

住
持
開
元
三
学
院
臨
壇
伝
律
比
丘
法
珣
施
長
財
陸
拾
貫
／
開
此
記
一
巻
庶
使
宗
教
流
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通
仏
種
不
断

　
　
　

下
―
一　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
四
紙]

刻
工　
　

通(

９･

11)

、
□
通(

14)

、

(

19･

31･

32)

　
　
　

下
―
二　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
四
、
二
五
紙
、
朱
句
読
点
、
送
り
仮
名]

刻
工　

章(
２･

３･

５)

、
■(

６)

、

(

11)

、
由(

14･

19)

、
宋(

21･

23)

施
財
記　

末
尾

金
縄
院
住
持
伝
律
無
相
湛
舜
大
師
恵
忱
／
証
心
院
嗣
律
比
丘
行
宣
共
施
長
財
一
百
貫

／
開
此
記
一
巻
庶
使
固
／
皇
室
之
封
疆
新

尼
之
寿
命

　
　
　

下
―
三　

[

三
〇
・
三
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
九
、
三
九
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

章(

２･

３･

５
～
８･

13
～
17)

、
■(

18･

19･

25･

29･

30)

、
先(

20
～
22･

31･

　
　
　
　
　
　
　

33)

、
江
通(

35)

、
通(

39)

　
　
　

下
―
四　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
三
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

２･

４･

５･

８･

11)

、
方
成(

15)
、
由(

21
～
23･

25)

、
宋(

32)

　

四
分
律
比
丘
含
注
戒
本　
　
　

二
帖　
　
　
　

一
紙
五
面　

一
面
五
行
行
一
七
字

　
　
　

上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
三
、
界
二
四
・
四
、
行
界
あ
り
、
二
四
紙]

刻
工　

末　

銭
塘
洪
先
刀

　
　
　

中
（
存
末
尾
一
紙　

下
に
合
貼
）　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
七
、
朱
句
読
点]

　
　
　

下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
五
、
一
五
紙]

 

書
写
者　

末　

上
黨
鮑
璘
書

　

四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記　
　
　

八
帖　
　
　
　

一
紙
五
面　

一
面
七
行
行
二
二
字

　
　
　

一
―
上　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
三
、
四
二
紙
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

宏(

12
～
14･

16
～
19)

、
江(

21･

25
～
27･

30)

、
由(

33
～
35)

、
■(

36)

、
章

(

37
～
40)

、

　
　
　

一
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
九
、
二
九
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

　
　
　
　

刻
工　

明(

６･

10･

21･

27)

、
徐(

11)

、
高(

12
～
15)

、
彦(

19)

、
■(

20･

25･

26)

、

由(

22
～
24)

、
徐
彦(

28)

校
記　

末
尾

前
文
第
十
紙
釈
仲
尼
字
文
悞
嘉
定
癸
酉
夏
／
安
居
日
四
明
滄
州
首
座
比
丘
徳
森

校
正

　
　
　

二
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
〇
、
三
八
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

刻
工　

先(

２･

３･

５･

７)

、
陳(

18)

、
江(

19･

25･

27)

、
宏(

29･

36)

　
　
　

二
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
七
、
三
三
紙]

　
　
　
　

刻
工　

宏(

４･

６･

10)

、
明(

13･

17)

、
由
（
20
・
22
・
23･

27･

29･

30)

、
牛
実(

24)

、

□
実(

25)

　
　
　

三
―
上　

[

三
〇
・
六
×
一
〇
・
九
、
界
二
二
・
八
、
三
二
紙]

　
　
　
　

刻
工　

宏(

１･

２･

４)

、
先(

７)

、
江(

11･

13)

、
陳(

17)

、
高(

25
～
27)

、
明

(

30
～
32)

　
　
　

三
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
五
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

先(

１･

５)

、
茂(

３･

６･

10･

11)

、
高(

14
～
19･

33)

、
江(

20･

22
～
26･

29)

、

文(

27)

、
由(

35)

　
　
　

四
―
上　

[

三
〇
・
四
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
〇
、
三
四
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

江(

３･

５･

25･

29･

34)

、
陳(

９
～
11)

、
徐(

12)

、
彦(

13･

14)

、
■
刀(

15)

、

高(

16
～
18)

、
由(

19
～
22)

、
葛(

24)

　
　
　

四
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
一
、
三
二
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

３
～
７)

、
宋(

12)

、
明(

18)

、
先(

22)

、
高(

23)

、
彦(

26)

　

四
分
律
含
注
戒
本
疏　
　

八
帖　
　

一
紙
五
面　

一
面
六
行
行
一
九
字

　
　
　

一
―
本　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
二
、
三
〇
紙]

刻
工　

洪
先(

５)

、
方(

９)

、
蔡(

29)

　
　
　

一
―
末　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
一
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

２･

３･

６)

、
蔡(

４)

、
洪
茂(

11･

13
～
15･

17)

、
玫(

29)

　
　
　

二
―
上　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
四
、
四
〇
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

清(

１)

、
章(

４)

、
蔡(

５)

、
政(

10
・
39)

、
江
政(

14)

、
逢(

18)

、

　
　
　

二
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
二
、
三
三
紙
（
但
し
尾
欠
）]

刻
工　

清(
３･

12)

、
蔡(

４･

６
～
11)

、
張
清(

13)

、
王
玫(

30)

、
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三
―
上　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
四
、
四
〇
紙]

　
　
　
　

刻
工　

蔡(

１
～
３)

、
洪(

４)

、
清(

12
～
20)

、
江(

21･

25)

、
政(

22
～
24･

26)

、

宏(

36)

、
明(

37)

　
　
　

三
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
九
、
四
一
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

茂(
２･

３)

、
洪(

４･

39)

、
蔡(

５･

６)

、
宏(

７･

15･

16)

、
清(

11
～
14)

、

宋(

19)
、
高(

21)

、
蔡(

23)

、
明(

31･

33)

　
　
　

四
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
四
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

蔡(

１
～
６･

17･
18)

、
宋
道(

７)

、
洪
茂(

19)

、
明(

22･

33･

34)

、
高(

27

～
29)

、
清(

30･

31)

　
　
　

四
―
下　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
三
三
紙
（
但
し
尾
欠
）
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

蔡(

１･

２･

30
～
33)

、
彦(
４)

、
清(

７)

、
江(

12
～
14･

19･

21)

、
■

(

28･

29)

　

釈
四
分
律
含
注
戒
本
疏
科
分　
　
　

二
帖　

一
紙
五
面
、
行
字
数
不
定

　
　
　

上　
　
　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
な
し
、
二
五
紙
（
但
し
尾
欠
）]

刻
工　

高(

11)

、
江(

15)

、
彦(

16･

19)

、
明(

18)
、
徐(

21)

　
　
　

下　
　
　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
な
し
、
二
九
紙]

　
　
　
　

刻
工　

明(

５)

、
彦(

７･

24･

26･

28･

29)

、
宏(

10)

、
高(
14
～
17)

、
江(

21)

、

徐(

25)

、
■(

27)

　

曇
無
徳
部
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨　

二
帖　

一
紙
五
面　

一
面
五
行
行
一
七
字　

　
　
　

上　
　
　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
一
、
行
界
あ
り
、
二
一
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

徐(

18)

施
財
記　

末
尾

鄞
県
鄞
塘
郷
姜
山
里
李
浦
西
上
保
居
住
清
信
弟
／
子
王
実
妻
康
小
七
娘
與
闔
家
等
謹

施
浄
財
四
十
貫
／
助
開
此
板
功
徳
祝
献
／
諸
天
乞
保
家
眷
身
位
安
寧
者

　
　
　

下　
　
　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
一
、
一
八
紙]

刻
工　

な
し

　

四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏　
　

七
帖　
　

一
紙
五
面　
　

一
面
六
行
行
二
一
字　
　

　
　
　

一
―
上　

[

三
〇･

五
×
一
一･

二
、
界
二
四･

四
、
二
六
紙
、
朱
句
読
点
、
送
り
仮
名
、
角

筆]

刻
工　

宏(

４･

12･

13)

、
高(

10･

11･

16･

17)

、
江(

20･

21)

　

施
財
記　

末
尾

臨
壇
証
法
比
丘
梵
珂
刊
三
板
興
善
院
臨
壇
傅マ

マ

律
比
丘
祖
印
七
板
／
住
開
元
寺
経
院

嗣
法
比
丘
法

二
板
臨
壇
傅マ

マ

律
徳
雲
大
師
法

七
板
／
住
法
雲
律
院
法
孫
明
浄
大

師
師

刊
五
板
功
徳
奉
答
／
四
恩
三
有

　
　
　

一
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
二
、
界
二
四
・
四
、
二
九
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

刻
工　

江(

５･

19･

22)

、
先(

９･

21)

、
高(

13)

施
財
記　

末
尾

住
赭
山
清
果
院
嗣
律
比
丘
子
潜
三
板
明
律
比
丘
曇
省
二
板
／
妙
空
大
師
道

二
板 

慧
雲
大
師
元
亮
／
円
証
大
師
子
因
戒
辯
大
師
中
憲
宝
覚
円
通
大
師
中
愿
／
明
義
大
師

用
清
比
丘
了
義
法
端
法
全
各
開
一
板
／
戒
香
寺
懴
院
住
持
傅マ

マ

教
真
舜
大
師
法
玘
刊

三
板
／
妙
明
大
師
元
瑀
刊
二
板
妙
果
大
師
道
禧
比
丘
尼
法
珣
／
梵
微
梵
興
智
明
法
韶

正
宗
法
英
法
昇
各
施
長
／
財
共
開
此
巻
功
徳
奉
答
恩
有

　
　
　

二
―
上　

[

三
〇
・
七
×
一
一
・
二
、
界
二
三
・
七
、
二
九
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

刻
工　

江(

３･

７･

８)

、
宏(

６)

、
高(

13)

　
　
　

二
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
一
、
界
二
四
・
四
、
二
〇
紙
、
朱
句
読
点
、
角
筆]

刻
工　
　

宏(

３･

10･

19)
 
 

工
名
な
し(

１･

４
～
９･

11
～
18･

20)

　
　
　

三
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
一
、
界
二
四
・
一
、
二
七
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

江(

２･

４･

６･

７･

10･

11)

施
財
記　

末
尾

明
州
定
海
県
崇
丘
郷
長
山
管

江
里
江
橋
／
頭
保
居
住
弟
子
周
譚
妻
季
氏
十
三
娘
闔

家
等
／
謹
施
浄
財
鏤
一
十
板
功
徳
奉
答
恩
有
乞
／
懺
罪
根
荘
厳
浄
報

　
　
　

三
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
二
、
界
二
四
・
四
、
三
〇
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

５)

、
江(

８･

11･

21･

25･

27
～
29)

　
　
　

四
―
下　

[
三
〇
・
五
×
一
一
・
一
、
界
二
四
・
三
、
三
二
紙]
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刻
工　

宏(

２･

４･

５･

13･

14)

、
■(

９)

、
陳(

17･

19)

、
然(

23)

、
高(

26･

27)

、

明(

32)

、

　

釈
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
疏
科
分　
　

一
帖　
　

一
紙
五
面
、
行
字
数
不
定

　
　
　
　
　
　
　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
〇
、
界
な
し
、
一
八
紙]

　

刻
工　

江(
２･

３･

11
～
13)

、
■(

14)

、
陳(

16)

　

四
分
律
補
随
機
羯
磨
疏
済
縁
記　
　

七
帖　
　

一
紙
五
面　

一
面
七
行
行
二
二
字

　
　
　

一
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
一
、
二
九
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

７･

８･

14･
15)
、
高(

９
～
11･

18･

19･

26･

27)

、
江(

24)

、
陳(

28)

　
　
　

一
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
八
、
二
四
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

清(

３･

10)

、
江(

５･
６･
12･

21)

、
高(

８)

、
宏(

14)

、(

23)

陳
、
王
雄

(

24)

　
　
　

二
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
三
・
一
、
二
六
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

高(

３･

５･

７･

８･

11･

14･

15)

、
清(
４)
、
■(

６)

、
宏(

19
～
22)

　
　
　

二
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
四
・
〇
、
二
五
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

11)

、
■(

13)

、
工
名
な
し(

２･

４･

８･

14
～
18･

20･

21
～
25)

　
　
　

三
―
上　

[

三
〇
・
五
×
一
〇
・
九
、
界
二
四
・
一
、
二
七
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

先(

４)

、
陳(

６･

７)

、
宏(

11)

、
明(

17)

、
清(

20･
22)
、
高(

23･

24)

、

■(

25･

27)

　
　
　

三
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
〇
・
九
、
界
二
三
・
四
、
四
三
紙
、
朱
句
読
点]

刻
工　

宏(

４･

６･

７･

20)

、
江(

９･

11
～
13･

16･

41
～
43)

、
清(

24)

、
政(
39)

　
　
　

四
―
下　

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
〇
、
界
二
二
・
八
、
二
六
紙
、
朱
句
読
点]

　
　
　
　

刻
工　

陳(

７
～
９)

、
高(

10
～
12)

、
江(

17･

18)

、
高
起(

19)

、
宋(

20)

、
高(

22)

、

明(

23)

イ　

四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
科　
　

下　
　

一
帖　

一
紙
五
面
、
行
字
数
不
定

　
　
　
　
　
　
　

[

三
〇
・
六
×
一
一
・
一
、
界
な
し
、
存
七
～
一
七
紙]

刻
工　

方
成(

11)

、
方(

12)

ウ　

釈
金
剛
経
纂
要
科
分　
　

三　
　
　
　
　

一
帖　

一
紙
五
面
、
行
字
数
不
定

　
　
　
　
　
　
　

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
二
、
界
な
し
、
八
紙]

刻
工
名
な
し

エ　

金
剛
経
纂
疏
要
刊
定
記　
　

序
～
巻
六　
　

六
帖　
　

一
紙
五
面　

一
面
六
行
行
一
七
字

巻
一 

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
四
、
界
二
四
・
〇
、
二
二
紙]

巻
二 

[

三
〇
・
九
×
一
一
・
四
、
界
二
四
・
〇
、
二
四
紙
、
角
筆]

巻
三 

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
四
、
界
二
四
・
三
、
二
二
紙]

巻
四 

[

三
〇
・
五
×
一
一
・
四
、
界
二
三
・
八
、
二
三
紙]

巻
五 

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
四
、
界
二
四
・
〇
、
二
四
紙]

巻
六 

[

三
〇
・
八
×
一
一
・
四
、
界
二
三
・
八
、
二
三
紙]

刻
工　

巻
六
末
尾　
　

四
明
洪
悦
洪
昌
／
楊
昌
陳
章
刊
雕

刊
記　

巻
六
末
尾

金
剛
経
圭
峯
疏
論
纂
要
二
巻
長
水
刊
／
定
記
六
巻
科
文
一
巻
計
九
巻

一
百
八
／
十
四
紙
明
州
湖
心
広
福
院
鋟
板
流
通
／
淳
熙
丁
酉
仲
夏
望
日
畢

工

オ　

金
剛
般
若
経
会
解　
　

上
下　
　

二
冊　

　
　
　
　
　
　
　

[

二
七
・
一
×
一
六
・
〇
、
四
周
双
辺
、
匤
郭
内
二
〇
・
一
×
一
三
・
三
、
半
面

一
〇
行
行
二
〇
字]

序　
　
　

末
行　
　
　
　
　
　
　

時
嘉
定
辛
未
閏
月
望
絶
筆
栢
庭
善
月
序

刻
工　
　

上
巻　

序
版
心　
　
　

四
明
方
信
刊

　
　
　
　
　
　
　
　

下
巻　

本
文
末
尾　
　

四
明
方
礼
方
信
刊
、
跋
末
尾 

 

刊
者
顧
達
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（写真１）

（写真２）
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（写真３）

（写真４）
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（写真５）

（写真６）
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（写真７）
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